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鉄系超伝導体ではよく知られているように、 As(またはP、SeやTe)からなる四面体に固まれた

Feの正方格子が超伝導で重要な役割を担う。その電子状態は電子相関があまり強すぎず、第一原

理計算でほぼ再現できる。また Asが正四面体付近で高い超伝導臨界温度が得られることからわか

るように、鉄の 3d電子の5つの軌道がフェルミ面付近で複雑に絡み合っている。一方で、、中性子

非弾性散乱のスペクトルはホール面と電子面のフェルミ面聞のネステイングベクトルに対応する

逆格子位置で磁気散乱が観測され、そのスペクトルは RPAの範囲でも概要を説明できる。電子相

関の効果で磁気散乱が増大することから、フェルミ面間で、同じ軌道成分が磁気散乱に寄与するこ

とになる。このことはいくつかのフェルミ面が共存する中で、磁気励起にはフェルミ面の一部の

寄与が大きいことを示唆する。このことから同時に、スピン揺らぎを媒介とする超伝導であるな

ら、重要な成分を中性子は取り出して見ていることになる。すなわち同じ軌道成分からなる超伝

導ギ、ヤツプの大きいところを磁気励起は反映するであろう。このような形で中性子で観測される磁

気励起スペクトルは、電子状態と超伝導のギ、ヤツプ構造を反映することから、鉄系超伝導体で重要

な示唆を与えることができる。ここでは、これまで我々が測定してきた LaFeAsOl-xFx系 [1]及

び、 LaFePO，BaFe2As2-xP x [2]の結果について紹介したい。
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